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　　　　告　　　示（第222号－第225号）

○福岡県営津屋崎漁港内プレジャーボート係留施設の使用料の徴収事

　務の委託� （水産振興課）……………１

○保安林指定施業要件の変更に関する農林水産大臣からの通知

� （農山漁村振興課）……………１

○卸売業務の廃止の届出� （園芸振興課）……………２

○急傾斜地崩壊危険区域の指定� （砂　防　課）……………２

　　　　公　　　告

○落札者等の公示� （総務事務厚生課）……………２

○町の換地処分� （農村森林整備課）……………３

○土地改良区の役員の退任� （農村森林整備課）……………３

○土地改良区の役員の就任� （農村森林整備課）……………３

○土地改良区の役員の就任及び退任� （農村森林整備課）……………４

　　　　人事委員会

○審査請求の審査の打切り決定の公示送達について

� （人事委員会事務局給与公平課）……………４

　　　　監 査 委 員

○監査結果の報告に係る措置の公表� （監査委員事務局総務課）……………４

○監査結果の報告に係る措置の公表� （監査委員事務局総務課）……………10

　福岡県告示第222号

　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第158条第１項の規定に基づき、福岡県営津

屋崎漁港内プレジャーボート係留施設の使用料の徴収事務を次の者に委託したので、同

条第２項の規定により告示する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　委託先　

　　宗像漁業協同組合

２　所在地　

　　宗像市鐘崎778番地５

３　委託期間　

　　平成31年４月１日から平成36年３月31日まで

　福岡県告示第223号

　農林水産大臣から、次のように保安林の指定施業要件の変更をしようとする旨の通知

を受けたので、森林法（昭和26年法律第249号）第33条の３において準用する同法第30条

の規定により告示する。

　なお、この告示をもって、保安林指定施業要件の変更に係る農林水産大臣からの通知

（平成31年１月福岡県告示第29号）は取り消す。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　指定施業要件変更予定森林の所在場所

　�　久留米市田主丸町石垣字鳥越1273の４、1273の５、字山王西筋1316、1317の１、字

大塚清長橋1395の３、1395の39、1398、田主丸町竹野字耳納2225の101、2225の102、

2226の２、2225の２・2225の100・2225の104・2225の105（以上４筆について次の図に

示す部分に限る。）、田主丸町地徳字鳥越山3456の４、3461の４、3462の１、3456の

２（次の図に示す部分に限る。）、字耳納尾3570の２（次の図に示す部分に限る。）

、字白建石3663の２（次の図に示す部分に限る。）、田主丸町中尾字耳納2255、2252

の91・2254の２（以上２筆について次の図に示す部分に限る。）、田主丸町益生田字

高丸744、字鏡懸2267の１、字平床2268、田主丸町森部字下寺床1314の２、字耳納1324

目　　　次

告　　　示
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の１

２　保安林として指定された目的

　　土砂の流出の防備

３　変更後の指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　次の森林については、主伐は、択伐による。

　　　�　字鳥越1273の４（次の図に示す部分に限る。）、1273の５、字山王西筋1316・

1317の１（以上２筆について次の図に示す部分に限る。）、字大塚清長橋1395の

３（次の図に示す部分に限る。）、1395の39、1398、字耳納2225の２・2225の100

から2225の102まで・2225の104・2225の105・2226の２（以上７筆について次の図

に示す部分に限る。）、字鳥越山3456の２、3456の４、3461の４・3462の１（以

上２筆について次の図に示す部分に限る。）、字耳納尾3570の２、字白建石3663

の２（次の図に示す部分に限る。）、字耳納2252の９１（次の図に示す部分に限

る。）、2254の２、2255（次の図に示す部分に限る。）、字高丸744（次の図に示

す部分に限る。）、字鏡懸2267の１（次の図に示す部分に限る。）、字平床2268

（次の図に示す部分に限る。）、字下寺床1314の２、字耳納1324の１（次の図に

示す部分に限る。）

　　イ　その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

　　ウ�　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　エ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

　　　次のとおりとする。

　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を福岡県農林水

産部農山漁村振興課及び久留米市役所に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第224号

　福岡県卸売市場条例（昭和46年福岡県条例第46号）第９条第２号の規定に基づき、次

のように平成31年２月28日付けで卸売業務廃止の届出があったので、同条例第46条第２

号の規定により告示する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　福岡県告示第225号

　急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和44年法律第57号）第３条第１項

の規定に基づき、次の土地の区域を急傾斜地崩壊危険区域として指定するので、同条第

３項の規定により公示する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　区域の名称　　　大行司

２　区域の所在地　　朝倉郡東峰村大字宝珠山字大行司及び字フケ原

３　土地の表示

　�　次に掲げる地番の土地に存する標柱番号１号から10号までを順次結んだ線及び標柱

番号１号と10号とを結んだ線に囲まれた区域

　公告

　落札者等について、次のとおり公示します。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

卸売市場の名称 卸売市場の所
在地

取扱品目
の部類

卸売業者の名称及び代表者
氏名

卸売業務の
廃止年月日

柳川青果地方卸売
市場

柳川市三橋町藤
吉 530 青果部 柳川青果株式会社

代表取締役　阿津坂　人美
平成 30 年
12 月 30 日

所　在　地 地　　番 標柱番号

朝倉郡東峰村大字宝珠山字大行司 11番６ １号

朝倉郡東峰村大字宝珠山字フケ原 6397番３ ２号、９号及び10号

6404番６ ３号から８号まで

公　　　告
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１　落札に係る物品等の名称及び数量

　　デジタル印刷機（備出41）　一式

２　契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地

　⑴　部局の名称

　　　福岡県総務部総務事務厚生課

　⑵　所在地

　　　福岡市博多区東公園７番７号

３　落札者を決定した日

　　平成31年２月19日

４　落札者の氏名及び住所

　⑴　氏名

　　　理想科学工業株式会社理想福岡支店

　⑵　住所

　　　福岡市中央区大名一丁目８番10号　

５　落札金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）

　　40,547,250円

６　契約の相手方を決定した手続

　　一般競争入札

７　入札公告日

　　平成31年１月８日

　公告

　市町村から、次のように換地処分をした旨の届出があったので、土地改良法（昭和24

年法律第195号）第96条の４において準用する同法第54条第４項の規定により公告する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　公告

　三潴南部土地改良区から役員の退任の届出があったので、土地改良法（昭和24年法律

第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

　退任監事

　公告

　三橋上庄土地改良区から役員の就任の届出があったので、土地改良法（昭和24年法律

第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　就任理事

土地改良事業の事業主体名 換地処分をした地域 換地処分年月日

吉富町 築上郡吉富町大字直江
（界木地区） 平成31年３月11日

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

龍　　　正　義 大川市大字新田267番地３

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

久　保　泰　道 柳川市三橋町百町205番地１

森　　　榮　治 柳川市三橋町垂見1370番地

山　井　朝　德 みやま市瀬高町上庄1101番地３

川　嶋　　　守 柳川市三橋町中山514番地１

冨　永　隆　喜 柳川市三橋町中山974番地１

島　添　一　憲 柳川市三橋町新村232番地１

式　　　一　德 柳川市三橋町久末978番地２

藤　丸　　　司 柳川市三橋町百町1379番地２

橋　本　幹　男 柳川市三橋町正行269番地２

菊　次　友　秀 柳川市三橋町五拾町402番地

原　田　一　三 柳川市三橋町棚町816番地

島　添　由太郎 柳川市三橋町棚町766番地２
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４　就任監事

　福岡県人事委員会告示第２号

　不利益処分についての審査請求に関する規則（平成16年福岡県人事委員会規則第26号

）第62条第２項及び第３項の規定に基づき、次のとおり公示します。

　　平成31年３月22日

福岡県人事委員会委員長　　井　手　和　英　　

１　事案番号

　　昭和43年（不）第63号事案

２　審査請求人の氏名

　　古賀　要

３　公示事項

　�　昭和43年７月23日付けで提起のあった審査請求について、不利益処分についての審

査請求に関する規則第８条第１項及び第13条第１項第３号の規定により、平成31年３

月11日付けで審査を分離し、審査の打切りを決定しました。

　�　当該決定に関する通知文は、当委員会が保管しており、いつでもその送付を受ける

べき者に交付します。

　監査公表第27号

２　就任監事

　公告

　椎田干拓土地改良区から役員の就任及び退任の届出があったので、土地改良法（昭和

24年法律第195号）第18条第17項の規定により次のように公告する。

　　平成31年３月22日

福岡県知事　　小　川　　洋　　

１　退任理事

２　退任監事

３　就任理事

藤　木　武　俊 柳川市三橋町棚町68番地

森　　　福　美 柳川市三橋町白鳥441番地１

大　橋　一　男 柳川市三橋町垂見957番地１

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

藤　丸　譲　二 柳川市三橋町百町1604番地

河　口　正　人 柳川市三橋町白鳥339番地１

新　開　文　則 みやま市瀬高町本郷382番地１

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

牛　島　好太郎 築上郡築上町大字湊1367番地

牛　島　常　雄 築上郡築上町大字湊1368番地

磯　部　　　隆 築上郡築上町大字湊1366番地

日　高　清　治 築上郡築上町大字湊1363番地

竹　下　喜久男 築上郡築上町大字湊1166番地１

湯　浅　　　勇 築上郡築上町大字湊814番地１

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

出　口　　　惠 築上郡築上町大字小原717番地３

森　口　明　彦 築上郡築上町大字有安98番地

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

田　中　祐　輔 築上郡築上町大字湊1382番地２

山　口　弥　生 築上郡築上町大字湊1369番地

鐘ケ江　和　馬 築上郡築上町大字湊1370番地

吉　原　秀　嘉 築上郡築上町大字湊1372番地

平　野　力　範 築上郡築上町大字坂本117番地１

平　野　新　一 築上郡築上町大字上り松927番地４

氏　　　名 住　　　　　　　　　　　所

木　本　昌　葊 築上郡築上町大字湊299番地

北　代　雄　治 築上郡築上町大字越路1217番地１

人事委員会

監査委員
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　地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第９項の規定により報告した「許認可等に

係る事務について」の行政監査結果の報告（平成30年３月29日29監総第504号－２）に基

づき、知事から措置を講じた旨の通知があったので、同条第12項の規定により、次のと

おり公表する。

　　平成31年３月22日

福岡県監査委員　　山　下　 　郎　　

同　　　　　　　　行　正　晴　實　　

同　　　　　　　　岩　﨑　　　勇　　

同　　　　　　　　江　藤　秀　之　　
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平
成
３
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年
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日

 
  
福
岡
県
監
査
委
員

山
下

郎
様

 
同

行
正
晴
實

  
様

 
同

岩
﨑

勇
様

 
同

江
藤
秀
之
様

 
  

福
岡
県
知
事
小
川
洋

 
  

監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
（
通
知
）

 
 
平
成
３
０
年
３
月
２
９
日
２
９
監
総
第
５
０
４
号
－
２
の
監
査
結
果
の
報
告
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

 
 

記
 

  
対
象
機
関
名

 
監
査
の
結
果

 
講
じ
た
措
置
の
内
容

 
 保
健
医
療
介
護
部

 
福
祉
労
働
部

 
環
境
部

 
県
土
整
備
部

 
         

１
審
査
基
準
の
設
定

出
先
機
関
の
長
に
処
分
が
委
任
さ
れ

て
い
る
事
務
に
つ
い
て
、
本
庁
が
示
し
た

審
査
基
準
を
決
裁
す
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
る
機
関
や
、
本
庁
が
示

し
た
審
査
基
準
は
あ
る
も
の
の
法
令
の

定
め
の
み
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
機
関

は
、
行
政
手
続
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
表
の
方
法
も
含
め
、
早
急
に
改
善

さ
れ
た
い
。

 
  

 本
庁
（
主
務
課
）
が
示
し
た
審
査
基

準
を
基
に
、
処
分
機
関
に
お
い
て
決

裁
の
上
、
審
査
基
準
を
設
定
し
た
。
そ

の
後
、
設
定
し
た
審
査
基
準
を
簿
冊

形
式
で
管
理
し
、
公
表
す
る
措
置
を

講
じ
た
。
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福
祉
労
働
部

 
審
査
基
準
が
古
い
ま
ま
で
改
正
が
な

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
必
要

な
改
正
を
行
わ
れ
た
い
。

 
 

審
査
基
準
が
古
い
ま
ま
で
改
正
が

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
改

正
を
行
っ
た
。
今
後
も
審
査
基
準
の

点
検
を
行
い
、
改
正
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
努
め
る
。

 
 保
健
医
療
介
護
部

 
福
祉
労
働
部

 
環
境
部

 
県
土
整
備
部

 
    建
築
都
市
部

 

２
標
準
処
理
期
間
の
設
定

 
出
先
機
関
の
長
に
処
分
が
委
任
さ
れ

て
い
る
事
務
に
つ
い
て
、
本
庁
が
示
し
た

標
準
処
理
期
間
を
決
裁
す
る
こ
と
な
く

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
機
関
は
、
行
政

手
続
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表

の
方
法
も
含
め
、
早
急
に
改
善
さ
れ
た

い
。

 
 
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
標
準
処
理
期

間
を
設
定
し
て
い
な
い
機
関
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
処
理
実
績
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
可
能
な
限
り
設
定
さ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

 

 本
庁
（
主
務
課
）
が
示
し
た
標
準
処

理
期
間
を
基
に
、
処
分
機
関
に
お
い

て
決
裁
の
上
、
標
準
処
理
期
間
を
設

定
し
た
。
そ
の
後
、
設
定
し
た
標
準
処

理
期
間
を
簿
冊
形
式
で
管
理
し
、
公

表
す
る
措
置
を
講
じ
た
。

 
  
標
準
処
理
期
間
を
設
定
の
上
、
簿

冊
形
式
で
管
理
し
、
公
表
す
る
措
置

を
講
じ
た
。

 
 

 保
健
医
療
介
護
部

 
     商
工
部

 
    農
林
水
産
部

 

３
許
可
証
等
の
交
付
確
認

民
間
団
体
を
経
由
し
て
交
付
す
る
際

に
申
請
者
へ
の
交
付
の
確
認
が
行
わ
れ

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
事

務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

 
 同
上

 
    同
上

 

 民
間
団
体
が
申
請
者
に
許
可
通
知

書
を
送
付
し
た
後
に
、
民
間
団
体
か

ら
送
付
簿
の
写
し
を
受
領
し
、
交
付

の
確
認
を
行
う
よ
う
措
置
を
講
じ

た
。

 
 民
間
団
体
か
ら
申
請
者
へ
交
付
を

行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
県
へ
の
報

告
書
に
よ
り
確
認
し
、
管
理
す
る
措

置
を
講
じ
た
。

 
 
民
間
団
体
が
申
請
者
に
交
付
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
県
へ
の
報
告
に
よ

り
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
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 商
工
部

 
      県
土
整
備
部

 

４
申
請
手
続
の
簡
素
化

申
請
者
に
押
印
を
義
務
づ
け
て
い
る

も
の
や
法
令
等
で
は
求
め
て
い
な
い
関

係
書
類
等
を
提
出
さ
せ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
申
請
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
そ
の
必
要
性
を
検
討
の
上
、
可
能
な

限
り
手
続
の
簡
素
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 同
上

 

 登
録
申
請
時
に
、
法
令
に
よ
る
備

付
器
具
調
書
の
他
、
調
書
に
記
載
さ

れ
た
備
付
器
具
を
申
請
窓
口
に
持
参

さ
せ
確
認
し
て
い
た
が
、
法
令
に
よ

る
備
付
器
具
調
書
の
み
の
提
出
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

 
 更
新
・
変
更
申
請
時
に
新
規
申
請

時
と
変
更
の
な
い
付
属
書
類
（
地
図

等
）
を
申
請
者
に
再
度
提
出
を
求
め

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
新
規
申
請

時
の
付
属
書
類
を
受
付
機
関
で
確
認

す
る
こ
と
で
、
申
請
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
と
し
た
。

 
 福
祉
労
働
部

 
５
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理

申
請
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
個
人
情

報
を
含
む
書
類
が
施
錠
な
く
保
管
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
物
理
的
な
安
全
管
理
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
機
関
が
見
受
け

ら
れ
た
の
で
、
厳
重
な
管
理
を
行
う
よ
う

改
善
さ
れ
た
い
。

 

 特
定
個
人
情
報
の
記
載
が
あ
る
申

請
書
類
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
購
入

し
た
鍵
付
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
保
管

す
る
こ
と
で
、
物
理
的
な
安
全
管
理

措
置
を
講
じ
た
。
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 福
祉
労
働
部

 
        総
務
部

 

６
適
正
な
公
印
の
印
影
印
刷

印
影
印
刷
の
際
、
処
分
機
関
の
判
断
で

白
紙
に
公
印
の
印
影
の
み
を
印
刷
し
、
複

数
の
通
知
書
に
使
用
し
て
い
る
も
の
が

確
認
さ
れ
た
が
、
公
印
の
適
正
な
管
理
を

逸
脱
し
、
不
正
使
用
の
恐
れ
も
あ
る
極
め

て
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

 
本
件
は
既
に
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
適
正
な
管
理
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

 
 
制
度
所
管
課
に
お
い
て
も
、
印
影
印
刷

に
関
す
る
制
度
の
周
知
を
改
め
て
行
う

と
と
も
に
、
全
庁
的
な
点
検
な
ど
、
現
状

把
握
を
行
っ
た
上
で
必
要
な
措
置
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

 

 児
童
扶
養
手
当
関
係
通
知
書
を
、

白
紙
に
印
影
の
み
印
刷
す
る
の
で
は

な
く
、
使
用
目
的

(帳
票
名

)も
合
わ
せ

て
印
刷
を
行
い
、
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
と
し
た
。

 
    
制
度
所
管
課
の
行
政
経
営
企
画
課

に
お
い
て
、
全
職
員
を
対
象
に
実
施

し
た
「
文
書
事
務
の
自
己
点
検
」
の
際

に
、
印
影
印
刷
の
制
度
を
理
解
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
点
検
項
目
と
し
、

注
意
喚
起
を
図
っ
た
。

 
ま
た
、
文
書
事
務
研
修
の
テ
キ
ス

ト
等
に
取
り
上
げ
、
文
書
担
当
者
研

修
会
に
お
い
て
説
明
を
行
い
、
所
属

の
職
員
に
当
該
制
度
の
周
知
徹
底
が

図
ら
れ
る
よ
う
措
置
を
講
じ
た
。
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　監査公表第28号

　平成30年６月８日付けで公表した「雇用労働施策に関する財務事務の執行について」

に関する包括外部監査結果の報告に基づき、知事から措置を講じた旨の通知があったの

で、地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の38第６項の規定により、次のとおり公

表する。

　　平成31年３月22日

福岡県監査委員　　山　下　 　郎　　

同　　　　　　　　行　正　晴　實　　

同　　　　　　　　岩　﨑　　　勇　　

同　　　　　　　　江　藤　秀　之　　



第
４
０
７
８
号

福
岡

県
公

報
11

平
成
31
年
３
月
22
日
　
金
曜
日

３
０
労
第
３
３
１
６
号

 
平
成
３
１
年
２
月
２
６
日

 
  福
岡
県
監
査
委
員
山

下
芳
郎

様
 

同
行

正
晴
實

様
 

同
岩

﨑
勇
様

 
同

江
藤
秀
之

様
 

  
福
岡
県
知
事
小

川
洋

 
  

平
成
２
９
年
度
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
（
通
知
）

 
  
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
３
８
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
紙

の
と
お
り
通
知
し
ま
す
。
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- 1
 - 

 雇
用

労
働

施
策

に
関

す
る

財
務

事
務

の
執

行
に

つ
い

て
 

（
１

）
労

働
政

策
課

 

監
査

の
結

果
及

び
意

見
 

講
じ

た
措

置
等

 

ア
 

補
助

金
関

係
（

福
岡

先
端

も
の

づ
く

り
カ

イ
ゼ

ン
促

進
・

雇
用

創
造

地
域

協
議

会
を

除
く

）
 

(
ｱ)
（

意
見

）
補

助
対

象
事

業
者

の
財

政
状

態
を

踏
ま

え
た

補
助

金
の

見
直

し
検

討
に

つ
い

て
 

 
県

は
、

団
体

の
財

政
状

況
等

を
勘

案
し

て
補

助
金

の
交

付
の

是
非

に
つ

い
て

検
討

し
、

財
政

状
況

が
極

め
て

良
好

で
あ

り
、

十
分

に
自

己
収

入
で

補
う

こ
と

が
可

能
な

団
体

に
対

し
て

は
、

県
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
も

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

ま
た

、
補

助
金

の
交

付
を

継
続

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

団
体

の
裁

量
で

対
象

経
費

を
選

択
で

き
な

い
よ

う
、

対
象

経
費

を
具

体
的

に
限

定
す

る
と

と
も

に
、

経
費

に
係

る
収

入
は

補
助

対
象

経
費

か
ら

控
除

し
、

補
助

率
を

適
用

し
て

補
助

金
額

を
計

算
し

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
も

厳
格

に
審

査
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

 

   

補
助

金
の

交
付

の
是

非
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
､

労
働

安
全

衛
生

に
関

す
る

業
務

は
国

の
所

管
で

あ
る

が
、

県
と

し
て

も
労

働
災

害
防

止
や

労
務

管
理

改
善

な
ど

快
適

な
労

働
環

境
の

確
立

を
図

る
た

め
、

労
働

安
全

衛
生

に
つ

い
て

知
見

を
有

す
る

団
体

の
事

業
は

必
要

と
判

断
し

、
交

付
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

ま
た

、
補

助
対

象
事

業
は

「
関

係
法

令
の

普
及

等

に
係

る
広

報
事

業
」

と
し

、
補

助
対

象
経

費
は

広
報

誌
発

行
費

に
限

定
し

た
。

 

な
お

、
当

該
経

費
に

係
る

収
入

は
、

今
後

、
補

助

対
象

経
費

か
ら

控
除

す
る

｡ 

 

イ
 

就
業

支
援

及
び

そ
れ

に
関

す
る

業
務

委
託

関
係

 

(
ｱ)
（

意
見

）
委

託
業

務
に

関
す

る
契

約
方

法
の

見
直

し
検

討
に

つ
い

て
 

 

通
年

型
委

託
契

約
に

つ
い

て
は

、
業

者
選

定
手

続

に
時

間
と

労
力

を
要

す
る

等
の

課
題

が
あ

り
、

こ
の

課
題

解
決

の
た

め
、

契
約

方
法

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
｡ 

例
え

ば
、

３
年

か
ら

５
年

程
度

の
複

数
年

契
約

方

式
の

導
入

等
が

考
え

ら
れ

る
が

、
契

約
方

法
の

見
直

し
に

当
た

っ
て

は
、

事
業

者
等

に
対

す
る

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
等

に
よ

っ
て

、
契

約
の

期
間

、
契

約
方

法
、

仕
様

書
の

内
容

、
目

標
値

及
び

評
価

方
法

等
に

つ
い

て
意

見
等

を
収

集
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

   

  

 複
数

年
契

約
は

､
｢長

期
継

続
契

約
を

締
結

す
る

こ
 

と
が

で
き

る
契

約
を

定
め

る
条

例
」

で
、

業
務

内
容

が
変

わ
ら

な
い

委
託

業
務

を
想

定
し

て
い

る
が

、
就

労
支

援
業

務
は

雇
用

情
勢

の
変

化
に

よ
り

、
毎

年
度

事
業

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
複

数
年

契
約

方
式

を
導

入
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

平
成

3
0年

度
に

技
術

提
案

型
契

約
方

式
に

よ
り

業

務
委

託
し

た
事

業
者

に
対

し
、

確
実

な
履

行
が

見
込

ま
れ

、
大

き
な

情
勢

の
変

化
が

な
く

、
業

務
の

根
幹

部
分

が
同

じ
で

あ
る

な
ど

の
場

合
に

は
、

３
か

年
度

を
超

え
な

い
範

囲
で

翌
年

度
以

降
も

特
命

随
意

契
約

（
一

者
か

ら
見

積
書

を
徴

し
て

行
う

随
意

契
約

）
に

よ
り

業
務

委
託

を
行

う
よ

う
見

直
し

た
。

 

こ
れ

に
よ

り
、

本
意

見
に

あ
る

単
年

度
契

約
に

関

す
る

課
題

の
解

決
を

図
る

こ
と

と
し

た
。

 

 

(
ｲ)
（

意
見

）
個

別
就

職
相

談
等

業
務

に
お

け
る

現
地

確
認

時
の

記
録

保
存

に
つ

い
て

 

  
 

専
門

員
等

の
配

置
数

の
確

認
に

つ
い

て
は

、
事

後

検
証

を
可

能
と

す
る

た
め

、
確

認
し

た
日

時
、

確
認

を
実

施
し

た
職

員
名

及
び

相
手

方
名

、
確

認
内

容
、

確
認

時
の

気
づ

き
事

項
及

び
そ

の
他

関
係

資
料

等
を

記
録

と
し

て
保

存
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

  

   

平
成

3
0年

度
か

ら
、

事
後

検
証

を
可

能
と

す
る

た

め
、

個
別

就
職

相
談

等
業

務
の

実
施

に
当

た
っ

て
定

期
的

に
行

っ
て

い
る

現
地

確
認

に
つ

い
て

、
そ

の
日

時
、

確
認

者
氏

名
、

相
手

方
氏

名
、

確
認

内
容

及
び

確
認

時
の

気
づ

き
事

項
を

書
面

で
記

録
し

、
そ

の
書

面
を

保
存

す
る

よ
う

見
直

し
た

。
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 (
ｳ)
（

意
見

）
3
0
代

チ
ャ

レ
ン

ジ
応

援
セ

ン
タ

ー
事

業
に

お
け

る
成

果
指

標
の

見
直

し
に

つ
い

て
 

  
 

目
標

値
と

実
績

値
の

集
計

方
法

を
統

一
し

、
両

者

を
正

確
に

対
比

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

ま
た

、
延

べ
利

用
者

数
は

、
一

人
当

た
り

の
利

用

回
数

の
増

減
に

よ
っ

て
も

影
響

を
受

け
る

た
め

、
実

人
数

や
新

規
利

用
者

数
の

方
が

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
と

し
て

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。
過

年
度

実
績

の
推

移
も

踏
ま

え
、

就
職

者
数

の
増

加
に

向
け

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
や

目
標

値
の

設
定

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

  

 目
標

値
と

実
績

値
の

集
計

方
法

を
統

一
し

、
平

成

3
0年

度
か

ら
、

新
規

登
録

者
数

を
実

績
値

と
す

る
成

果
指

標
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

ま
た

、
見

直
し

後
の

指
標

に
基

づ
き

事
務

事
業

評

価
書

の
作

成
を

行
う

こ
と

で
、

目
標

値
と

実
績

値
を

正
確

に
対

比
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

就
職

者
数

の
増

加
に

向
け

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標

や
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
福

岡
県

総
合

計
画

で
決

定
し

て
お

り
、

平
成

34
年

度
か

ら
の

次
期

総
合

計
画

策
定

時
に

検
討

す
る

。
 

  

ウ
 

労
働

者
福

祉
関

係
 

(
ｱ)
（

意
見

）
北

九
州

勤
労

青
少

年
文

化
セ

ン
タ

ー
の

在
り

方
の

見
直

し
検

討
に

つ
い

て
 

 
 

 北
九

州
勤

労
青

少
年

文
化

セ
ン

タ
ー

（
以

下
「

北

九
州

パ
レ

ス
」

と
い

う
。

）
は

、
条

例
に

お
い

て

「
勤

労
青

少
年

の
福

祉
増

進
を

目
的

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
勤

労
青

少
年

の
施

設
利

用
実

績
、

特
に

本
館

施
設

の
平

成
28
年

度
の

利
用

実
績

を
み

る
と

、
全

体

の
利

用
人

数
に

占
め

る
割

合
は

、
1
6.

9％
と

な
っ

て

い
る

。
 

ま
た

、
条

例
及

び
施

行
規

則
の

規
定

に
よ

り
、

体

育
施

設
の

利
用

料
金

に
つ

い
て

は
6
5歳

以
上

の
利

用

者
は

全
額

免
除

と
な

っ
て

い
る

。
本

施
設

の
目

的
が

「
勤

労
青

少
年

の
福

祉
増

進
」

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

考
え

る
と

、
整

合
し

な
い

部
分

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

自
主

事
業

で
開

設
さ

れ
て

い
る

講
座

等
の

参
加

実

績
に

お
い

て
も

、
青

少
年

の
参

加
割

合
は

低
い

状
況

に
あ

る
。

 

現
状

に
お

い
て

は
、

北
九

州
パ

レ
ス

は
「

勤
労

青

少
年

の
福

祉
増

進
」

を
主

な
目

的
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
と

は
言

い
難

く
、

世
代

を
問

わ
ず

利
用

さ
れ

て
い

る
施

設
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

今
回

の
勤

労
青

少
年

福
祉

法
の

改
正

を
受

け
、

勤

労
青

少
年

ホ
ー

ム
の

法
的

な
設

置
根

拠
が

廃
止

さ
れ

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

北
九

州
パ

レ
ス

に
つ

い
て

、
施

設
の

老
朽

化
へ

の
対

応
や

同
種

施
設

の
再

配
置

等
の

観
点

か
ら

、
そ

の
設

置
目

的
に

つ
い

て
再

検
討

し
、

北
九

州
市

へ
の

譲
渡

や
所

管
部

署
の

見
直

し
等

も
含

め
た

施
設

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
今

後
、

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

 

 

  北
九

州
パ

レ
ス

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
設

置
目

的

の
見

直
し

も
含

め
、

北
九

州
市

や
県

庁
内

関
係

課
と

協
議

・
検

討
し

た
が

、
北

九
州

市
は

「
北

九
州

市
公

共
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

行
計

画
」

の
基

本
方

針
の

１
つ

と
し

て
、

設
置

当
初

の
目

的
が

薄
れ

た
施

設
の

廃
止

を
掲

げ
、

既
に

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

の
廃

止
を

決
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
同

様
の

施
設

で
あ

る
北

九
州

パ
レ

ス
を

譲
り

受
け

る
こ

と
は

で
き

な
い

が
、

一
方

で
、

幅
広

い
年

齢
層

に
お

い
て

文
化

・
体

育
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

の
現

状
を

鑑
み

､

今
後

、
勤

労
青

少
年

施
設

か
ら

文
化

体
育

施
設

に
用

途
を

変
更

さ
れ

、
県

立
施

設
と

し
て

維
持

さ
れ

る
こ

と
が

適
当

と
の

見
解

。
 

所
管

部
署

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
、

北
九

州
パ

レ

ス
の

本
館

施
設

（
小

ホ
ー

ル
、

会
議

室
、

音
楽

室
、

和
室

等
）

及
び

体
育

施
設

（
卓

球
場

、
剣

道
場

、
柔

道
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
等

）
の

規
模

が
い

ず
れ

も
小

さ
い

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
や

文
化

施
設

を
所

管
す

る
部

署
の

所
掌

に
合

致
せ

ず
、

移
管

は
で

き
な

い
状

況
で

あ
る

。
 

廃
止

す
る

場
合

は
、

県
立

公
園

内
に

立
地

し
て

い

る
た

め
都

市
公

園
法

の
規

定
上

取
り

壊
す

必
要

が
生

じ
、

そ
の

財
源

が
確

保
で

き
な

い
こ

と
、

現
在

３
０

万
人

の
利

用
者

が
あ

り
、

他
に

公
的

な
代

替
施

設
が

な
い

こ
と

か
ら

、
当

面
は

、
現

状
維

持
す

る
ほ

か
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
将

来
の

行
財

政
改

革
と

合
わ

せ
、

引
き

続

き
検

討
す

る
。
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 エ
 

労
働

相
談

及
び

労
働

者
支

援
事

務
所

関
係

 
(
ｱ)
（

意
見

）
労

働
相

談
業

務
に

お
け

る
継

続
的

な
専

門
性

の
確

保
及

び
相

談
メ

ニ
ュ

ー
の

拡
充

検
討

に
つ

い
て

 

  
 

労
働

相
談

体
制

に
関

し
て

継
続

的
な

専
門

性
の

確

保
を

図
る

た
め

、
人

事
異

動
を

含
め

て
様

々
な

観
点

か
ら

職
員

配
置

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
ま

た
、

既
存

の
労

働
相

談
体

制
の

活
用

又
は

外
部

の
専

門
性

を
有

す
る

者
の

活
用

に
よ

っ
て

、
よ

り
労

働
相

談
を

受
け

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

さ
ら

に
、

引
き

続
き

、
労

働
に

関
す

る
相

談
窓

口

を
設

置
し

て
い

る
他

の
機

関
と

の
情

報
交

換
を

密
に

行
う

と
と

も
に

、
他

機
関

の
相

談
窓

口
と

の
連

携
強

化
を

図
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

   

   

継
続

し
た

専
門

性
を

有
す

る
労

働
相

談
体

制
に

つ

い
て

は
、

人
事

異
動

を
含

め
、

関
係

部
局

と
協

議
を

行
っ

た
。

 

ま
た

、
非

常
勤

の
特

別
労

働
相

談
員

（
弁

護
士

）

を
よ

り
一

層
活

用
す

る
こ

と
で

、
専

門
性

の
確

保
を

図
っ

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
 

上
記

以
外

の
外

部
の

専
門

性
を

有
す

る
者

の
活

用

に
つ

い
て

は
、

労
働

基
準

監
督

署
・

公
共

職
業

安
定

所
な

ど
の

関
係

機
関

相
談

員
を

活
用

し
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
。

 

    

(
ｲ)
（

意
見

）
出

張
相

談
に

お
け

る
事

前
予

約
が

な
い

場
合

の
対

応
の

再
検

討
に

つ
い

て
 

 

出
張

相
談

件
数

の
状

況
を

踏
ま

え
、

事
前

予
約

が

な
い

場
合

の
労

働
者

支
援

事
務

所
の

出
張

相
談

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
再

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

   

   

こ
れ

ま
で

事
前

予
約

が
な

い
場

合
で

も
出

張
相

談

を
実

施
し

て
い

た
北

九
州

及
び

筑
豊

労
働

者
支

援
事

務
所

に
つ

い
て

、
関

係
市

町
村

と
の

協
議

や
県

民
へ

の
周

知
・

広
報

を
十

分
に

行
っ

た
上

で
、

平
成

3
0年

度
中

に
完

全
予

約
制

へ
と

移
行

し
、

事
前

予
約

が
な

い
場

合
の

出
張

相
談

を
廃

止
し

た
。

 

   

(
ｳ)
（

意
見

）
福

岡
労

働
者

支
援

事
務

所
に

お
け

る
個

別
労

働
相

談
室

の
確

保
に

つ
い

て
 

 

フ
ロ

ア
に

余
裕

ス
ペ

ー
ス

が
な

い
と

は
い

え
、

現

状
の

よ
う

に
所

長
室

を
利

用
し

て
相

談
業

務
に

対
応

す
る

こ
と

は
管

理
上

も
所

長
業

務
遂

行
上

も
支

障
が

生
じ

て
い

る
た

め
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

等
に

配
慮

し
た

相
談

室
を

確
保

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

    

   

福
岡

西
総

合
庁

舎
の

三
事

務
所

で
構

成
す

る
連

絡

協
議

会
に

お
い

て
協

議
を

重
ね

、
平

成
30
年

６
月

か

ら
、

執
務

室
と

同
じ

５
階

に
個

別
労

働
相

談
用

の
専

用
相

談
室

を
確

保
し

た
。

 

な
お

、
当

該
相

談
室

は
、

室
内

に
段

差
が

あ
る

た

め
、

車
椅

子
利

用
者

等
の

利
便

性
に

支
障

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
平

成
3
1年

３
月

に
室

内
段

差
を

解
消

す

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
工

事
を

実
施

す
る

。
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 (
ｴ)
（

意
見

）
筑

豊
労

働
者

支
援

事
務

所
の

利
便

性
改

善
に

つ
い

て
 

 

筑
豊

労
働

者
支

援
事

務
所

は
、

飯
塚

総
合

庁
舎

別

館
２

階
に

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
２

階
ま

で
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

は
な

く
、

階
段

を
利

用
し

て
い

る
状

況
に

あ
り

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

て
い

な
い

。
 

県
は

、
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

向
け

て
、

飯

塚
総

合
庁

舎
敷

地
内

の
１

階
へ

の
移

転
や

他
施

設
へ

の
移

転
等

の
方

策
等

も
含

め
て

検
討

し
、

早
期

に
利

用
者

の
利

便
性

を
改

善
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

  

   

飯
塚

総
合

庁
舎

敷
地

内
の

１
階

に
は

空
き

ス
ペ

ー

ス
が

全
く

な
く

、
敷

地
外

の
他

施
設

も
適

当
な

移
転

先
が

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

こ
と

、
ま

た
、

事
務

所
移

転
に

は
相

当
な

費
用

を
要

す
る

こ
と

、
更

に
は

、
車

椅
子

利
用

者
な

ど
執

務
室

の
あ

る
２

階
へ

の
移

動
が

困
難

な
相

談
者

は
年

間
１

～
２

人
程

度
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
そ

の
よ

う
な

方
が

相
談

に
来

ら
れ

た
場

合
に

は
、

既
に

１
階

入
口

に
設

置
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
を

活
用

し
、

１
階

に
あ

る
他

事
務

所
の

会
議

室
で

の
相

談
対

応
も

可
能

と
す

る
な

ど
、

利
用

者
の

利
便

性
に

つ
い

て
改

善
を

図
っ

た
。

 

オ
 

福
岡

先
端

も
の

づ
く

り
カ

イ
ゼ

ン
促

進
・

雇
用

創
造

地
域

協
議

会
補

助
金

関
係

 
(
ｱ)
（

結
果

）
協

議
会

に
お

け
る

有
期

雇
用

契
約

職
員

の
勤

怠
管

理
に

つ
い

て
 

 

協
議
会
の

有
期

雇
用
契

約
職

員
に
つ

い
て

、
就

業
規
則
で

の
定

め
を
超

え
る

時
間
単

位
年

次
有
給

休
暇
を
取

得
し

て
い
る

者
が

い
た
。
 

就
業
規
則

で
定

め
ら
れ

た
時

間
単
位

年
次

休
暇

の
上
限
を

超
え

る
こ
と

が
な

い
よ
う

に
適

切
な
勤

怠
管
理
を

行
う

必
要
が

あ
る

。
 

  

   

平
成

3
0年

度
の

雇
用

契
約

締
結

時
に

お
い

て
、

全

職
員

に
対

し
、

改
め

て
就

業
規

則
を

配
付

･周
知

し
、

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。
 

併
せ

て
、

休
暇

等
届

・
承

認
簿

に
取

得
状

況
の

記

載
を

徹
底

さ
せ

る
こ

と
で

時
間

単
位

を
含

む
年

次
休

暇
取

得
状

況
の

可
視

化
を

図
る

と
と

も
に

、
 決

裁
時

の

チ
ェ

ッ
ク

の
強

化
に

よ
り

、
適

切
な

勤
怠

管
理

を
実

施
し

て
い

る
。

 

(
ｲ)
（

意
見

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

強
化

に
つ

い
て

 

 

総
会

に
提

出
さ

れ
る

事
業

報
告

書
に

目
標

の
達

成

状
況

等
の

評
価

を
記

載
し

、
各

構
成

員
が

議
論

し
や

す
い

記
載

と
す

る
な

ど
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
よ

り
強

化
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

   

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
よ

り

強
化

す
る

た
め

、
平

成
3
0年

度
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

目
標

達
成

状
況

を
総

会
資

料
に

記
載

す
る

こ
と

に
よ

り
、

構
成

員
が

議
論

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

｡ 

(
ｳ)
（

意
見

）
Ｕ

Ｉ
Ｊ

タ
ー

ン
体

験
訪

問
助

成
金

の
利

用
促

進
の

検
討

に
つ

い
て

 

 

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

体
験

訪
問

助
成

金
に

つ
い

て
、

平

成
2
8年

度
の

利
用

実
績

は
計

画
（

予
算

）
を

大
き

く

下
回

っ
て

い
る

。
 

今
後

は
、

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

希
望

者
に

対
し

て
も

制

度
の

広
報

等
利

用
促

進
に

向
け

た
取

組
を

直
接

行
う

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

県
に

お
い

て
は

、
企

画
・

地
域

振
興

部
に

お
い

て

移
住

定
住

窓
口

等
の

設
置

、
商

工
部

に
お

い
て

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
の

採
用

支
援

、
そ

の
他

各
部

に
お

い
て

も
移

住
を

伴
う

産
業

人
材

の
確

保
等

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
こ

れ
ら

各
関

係
部

局
と

連
携

し
、

利
用

促
進

に
向

け
て

広
報

等
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

   

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

体
験

訪
問

助
成

金
に

つ
い

て
、

事

業
周

知
チ

ラ
シ

の
作

成
や

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
へ

の
掲

載
な

ど
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

周
知

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

の
周

知
依

頼
や

も
の

づ
く

り
中

小
企

業
推

進
会

議
主

催
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
の

説
明

を
実

施
す

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
制

度
周

知
を

図
っ

た
。

 

ま
た

、
北

九
州

市
が

設
置

す
る

Ｕ
・

Ｉ
タ

ー
ン

北

九
州

応
援

オ
フ

ィ
ス

を
通

じ
て

、
県

外
の

求
職

者
を

積
極

的
に

雇
用

し
て

い
る

企
業

に
対

し
て

助
成

金
の

周
知

を
行

う
な

ど
、

利
用

促
進

に
取

り
組

ん
だ

。
 

な
お

、
本

助
成

金
は

、
平

成
3
0年

度
を

も
っ

て
終

了
す

る
。
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 (
ｴ)
（

意
見

）
協

議
会

が
行

う
助

成
金

支
給

に
関

す
る

具
体

的
な

判
断

基
準

等
の

文
書

化
に

つ
い

て
 

 

週
１

回
程

度
実

施
し

て
い

る
担

当
者

ミ
ー

テ
ィ

ン

グ
に

お
い

て
、

助
成

金
支

給
に

係
る

判
断

に
疑

義
が

あ
る

場
合

は
、

協
議

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
が

､

平
成

2
8年

度
に

開
催

さ
れ

た
当

該
協

議
に

関
す

る
議

事
録

等
は

保
存

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
 

助
成

金
支

給
の

判
断

に
関

す
る

記
録

が
保

存
さ

れ

て
い

な
い

こ
と

は
、

結
果

と
し

て
担

当
者

の
記

憶
に

依
存

す
る

こ
と

と
な

り
、

担
当

者
や

判
断

時
期

等
に

よ
っ

て
判

断
が

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

県
は

、
助

成
金

支
給

の
判

断
に

関

す
る

記
録

を
保

存
･整

理
し
、
判

断
に

疑
義

が
生

じ
た

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
参

照
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る
。
 

な
お

、
以

上
の

課
題

を
受

け
て

、
平

成
29
年

４
月

か
ら

担
当

者
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

議
事

録
を

作
成

・
保

存
し

て
い

る
。

県
は

、
今

後
も

引
き

続
き

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

や
議

事
録

の
保

存
を

通
じ

た
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

過
年

度
議

論
と

な
っ

た
分

も
含

め
、

判
断

の
相

違
が

生
じ

や
す

い
と

考
え

ら
れ

る
点

に
つ

い
て

、
次

年
度

の
助

成
金

交
付

要
綱

の
更

新
や

Ｑ
＆

Ａ
集

の
作

成
等

も
検

討
し

な
が

ら
、

判
断

基
準

を
共

有
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

   

   

判
断

の
相

違
が

生
じ

や
す

い
と

考
え

ら
れ

る
案

件

に
つ

い
て

は
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
の

検
討

に
よ

り
、

具
体

的
な

判
断

基
準

の
共

有
化

及
び

統
一

化
を

図
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
上

記
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

係
る

議
事

録
を

作

成
し

、
担

当
者

間
で

内
容

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

､

事
業

者
か

ら
の

相
談

や
申

請
に

対
し

て
、

統
一

し
た

判
断

基
準

の
下

で
審

査
・

説
明

を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。
 

な
お

、
本

助
成

金
は

、
平

成
3
0年

度
を

も
っ

て
終

了
す

る
。

 

        

(
ｵ)
（

意
見

）
協

議
会

に
お

け
る

契
約

に
関

す
る

規
定

等
の

整
備

に
つ

い
て

 

 
本

契
約

は
、

普
通

地
方

公
共

団
体

で
は

な
い

協
議

会
と

委
託

先
と

の
契

約
で

あ
り

、
契

約
保

証
金

に
関

す
る

条
項

を
設

け
る

必
要

は
な

く
、

県
の

規
定

を
適

用
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

。
 

本
協

議
会

と
委

託
先

と
の

契
約

書
上

は
、

不
要

な

条
項

で
あ

る
た

め
、

契
約

書
条

項
か

ら
削

除
す

る
か

､

県
と

同
様

に
、

契
約

に
関

し
て

契
約

保
証

金
を

納
付

さ
せ

る
場

合
に

は
、

本
協

議
会

の
会

計
事

務
取

扱
規

則
等

に
契

約
保

証
金

に
関

す
る

規
定

を
加

え
る

等
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

ま
た

、
こ

れ
と

同
様

に
、

県
規

則
等

を
直

接
引

用

又
は

準
用

し
て

い
る

規
定

や
文

書
等

の
表

現
が

適
切

で
あ

る
か

確
認

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

   

   

平
成

3
0年

度
の

契
約

書
か

ら
、

不
要

な
条

項
を

削

除
す

る
と

と
も

に
、

県
規

則
等

を
引

用
又

は
準

用
し

て
い

る
規

定
に

つ
い

て
は

、
そ

の
表

現
が

適
切

か
ど

う
か

確
認

を
行

っ
た

。
 

な
お

、
本

助
成

金
は

、
平

成
3
0年

度
を

も
っ

て
終

了
す

る
。

 

 

【
全

庁
的

な
取

組
み

】
 

平
成

3
0年

度
に

人
事

課
が

実
施

し
た

任
意

団
体

会

計
担

当
者

研
修

に
お

い
て

、
本

意
見

の
内

容
を

周
知

し
、

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。
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 （
２

）
新

雇
用

開
発

課
 

監
査

の
結

果
及

び
意

見
 

講
じ

た
措

置
等

 

ア
 

業
務

委
託

関
係

 

(
ｱ)
（

意
見

）
委

託
業

務
に

関
す

る
契

約
方

法
の

見
直

し
検

討
に

つ
い

て
 

 
通

年
型

委
託

契
約

に
つ

い
て

は
、

業
者

選
定

手
続

に
時

間
と

労
力

を
要

す
る

等
の

課
題

が
あ

り
、

こ
の

課
題

解
決

の
た

め
、

契
約

方
法

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
｡ 

例
え

ば
、

３
年

か
ら

５
年

程
度

の
複

数
年

契
約

方

式
の

導
入

等
が

考
え

ら
れ

る
が

、
契

約
方

法
の

見
直

し
に

当
た

っ
て

は
、

事
業

者
等

に
対

す
る

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
等

に
よ

っ
て

、
契

約
の

期
間

、
契

約
方

法
、

仕
様

書
の

内
容

、
目

標
値

及
び

評
価

方
法

等
に

つ
い

て
意

見
等

を
収

集
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

    

   

複
数

年
契

約
は

､
｢長

期
継

続
契

約
を

締
結

す
る

こ
 

と
が

で
き

る
契

約
を

定
め

る
条

例
」

で
、

業
務

内
容

が
変

わ
ら

な
い

委
託

業
務

を
想

定
し

て
い

る
が

、
就

労
支

援
業

務
は

雇
用

情
勢

の
変

化
に

よ
り

、
毎

年
度

事
業

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
複

数
年

契
約

方
式

を
導

入
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

中
小

企
業

障
害

者
雇

用
拡

大
事

業
に

つ
い

て
は

、

平
成

2
9年

度
契

約
か

ら
、

技
術

提
案

型
契

約
方

式
に

よ
り

業
務

委
託

し
た

事
業

者
に

対
し

、
確

実
な

履
行

が
見

込
ま

れ
、

大
き

な
情

勢
の

変
化

が
な

く
、

業
務

の
根

幹
部

分
が

同
じ

で
あ

る
な

ど
の

場
合

に
は

、
３

か
年

度
を

超
え

な
い

範
囲

で
翌

年
度

以
降

も
特

命
随

意
契

約
（

一
者

か
ら

見
積

書
を

徴
し

て
行

う
随

意
契

約
）

が
可

能
と

な
る

こ
と

を
企

画
提

案
公

募
の

際
に

告
知

の
上

、
契

約
を

締
結

し
て

い
た

。
 

平
成

30
年

度
の

契
約

か
ら

､就
業

・
社

会
参

加
支

援
事

業
及

び
子

育
て

女
性

職
業

紹
介

事
業

に
つ

い
て

も
、

中
小

企
業

障
害

者
雇

用
拡

大
事

業
と

同
様

に
契

約
を

締
結

し
た

。
 

こ
れ

に
よ

り
、

本
意

見
に

あ
る

単
年

度
契

約
に

関

す
る

課
題

の
解

決
を

図
る

こ
と

と
し

た
。
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 （
３

）
職

業
能

力
開

発
課

 

監
査

の
結

果
及

び
意

見
 

講
じ

た
措

置
等

 

ア
 

補
助

金
関

係
 

(
ｱ)
（

結
果

）
職

業
訓

練
協

会
に

対
す

る
補

助
金

の
適

切
な

審
査

に
つ

い
て

 
 

補
助

対
象

経
費

の
算

定
に

際
し

、
経

費
及

び
収

入

に
つ

い
て

、
事

業
別

に
按

分
し

て
会

計
処

理
を

し
て

い
な

い
た

め
、

本
来

あ
る

べ
き

補
助

事
業

に
係

る
経

費
及

び
収

入
が

適
切

に
集

計
さ

れ
て

い
な

い
。

 
県

は
、

補
助

金
等

交
付

規
則

に
規

定
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

補
助

金
額

の
確

定
に

当
た

り
、

各
地

区
職

業
訓

練
協

会
の

経
費

及
び

収
入

の
内

容
な

ど
適

切
な

審
査

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

今
後

は
、

補
助

金
を

交
付

す
る

以
上

、

補
助

事
業

に
係

る
経

費
及

び
収

入
と

補
助

対
象

外
の

経
費

及
び

収
入

と
を

適
切

に
按

分
し

て
交

付
申

請
す

る
よ

う
に

各
地

区
職

業
訓

練
協

会
に

対
し

て
適

切
に

指
導

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

       

   

平
成

2
9年

度
の

補
助

金
か

ら
、

事
業

ご
と

に
経

費

と
収

入
を

区
分

の
上

、
受

講
料

収
入

は
補

助
事

業
に

係
る

経
費

か
ら

控
除

し
、

適
切

に
交

付
申

請
す

る
よ

う
各

地
区

職
業

訓
練

協
会

に
対

し
て

指
導

を
行

い
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

適
切

に
審

査
し

、
補

助
金

額
の

確
定

を
行

っ
た

。
 

な
お

、
平

成
28
年

度
以

前
（

平
成

2
6～

2
8年

度
）

の
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

補
助

金
等

交
付

規
則

の
規

定
に

基
づ

き
再

審
査

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

補
助

金
額

が
過

大
と

な
っ

た
協

会
に

対
し

て
返

還
を

求
め

る
。

 

 

 

【
全

庁
的

な
取

組
み

】
 

平
成

3
0年

度
に

会
計

課
が

実
施

し
た

本
庁

支
出

事

務
説

明
会

に
お

い
て

、
本

結
果

の
内

容
を

含
め

、
改

め
て

出
席

し
た

職
員

に
対

し
て

注
意

喚
起

を
行

っ
た

｡ 

   

(
ｲ)
（

結
果

）
職

業
能

力
開

発
協

会
に

対
す

る
補

助
金

の
適

切
な

審
査

に
つ

い
て

 

 

県
か

ら
本

協
会

に
対

す
る

交
付

決
定

通
知

で
は

、

交
付

要
綱

の
別

表
の

補
助

対
象

経
費

区
分

を
踏

ま
え

た
、

区
分

別
の

補
助

事
業

に
要

す
る

経
費

、
補

助
対

象
経

費
及

び
補

助
金

の
額

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
交

付
確

定
通

知
で

は
、

こ
れ

ら
の

区
分

別
で

は
な

く
、

総
額

の
み

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

県
は

、
補

助
金

等
交

付
規

則
に

規
定

さ
れ

て
い

る

と
お

り
、

補
助

金
額

の
確

定
に

当
た

り
交

付
決

定
時

の
補

助
対

象
経

費
区

分
ご

と
に

計
算

す
る

な
ど

適
切

な
審

査
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
本

協
会

に
対

し
て

も
適

切
に

指
導

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

     

   

平
成

2
9年

度
の

補
助

金
か

ら
、

補
助

事
業

ご
と

に

計
算

す
る

よ
う

職
業

能
力

開
発

協
会

に
対

し
て

指
導

を
行

っ
た

上
で

適
切

に
審

査
し

、
補

助
金

額
を

確
定

し
た

。
 

な
お

、
平

成
28
年

度
以

前
（

平
成

2
6～

2
8年

度
）

の
補

助
金

に
つ

い
て

も
同

様
に

、
補

助
事

業
ご

と
に

計
算

す
る

よ
う

協
会

を
指

導
し

、
再

審
査

を
行

っ
た

結
果

、
補

助
金

額
に

つ
い

て
過

大
は

生
じ

な
か

っ
た

。
 

  

【
全

庁
的

な
取

組
み

】
 

平
成

3
0年

度
に

会
計

課
が

実
施

し
た

本
庁

支
出

事

務
説

明
会

に
お

い
て

、
本

結
果

の
内

容
を

含
め

、
改

め
て

出
席

し
た

職
員

に
対

し
て

注
意

喚
起

を
行

っ
た

｡ 
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 (
ｳ)
（

結
果

）
技

能
士

会
連

合
会

に
対

す
る

補
助

金
の

適
切

な
審

査
に

つ
い

て
 

 

交
付

要
綱

で
は

、
補

助
金

の
交

付
申

請
に

当
た

っ

て
は

事
業

計
画

書
と

収
支

予
算

書
を

、
実

績
報

告
に

当
た

っ
て

は
事

業
実

績
報

告
書

と
収

支
決

算
書

を
添

付
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
添

付
さ

れ
て

い
る

書
類

は
全

て
本

連
合

会
と

し
て

の
も

の
で

あ
り

、
交

付
要

綱
に

示
さ

れ
て

い
る

補
助

事
業

に
つ

い
て

明
示

さ
れ

た
も

の
で

は
な

い
。

 

県
は

、
補

助
金

等
交

付
規

則
に

規
定

さ
れ

て
い

る

と
お

り
、

補
助

金
額

の
確

定
に

当
た

り
、

交
付

要
綱

の
と

お
り

に
補

助
対

象
経

費
等

が
算

定
さ

れ
て

い
る

か
、

必
要

に
応

じ
、

そ
の

詳
細

資
料

を
入

手
す

る
な

ど
し

て
、

適
切

に
審

査
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

審
査

結
果

に
つ

い
て

も
記

録
に

残
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

  

   

平
成

2
9年

度
の

補
助

金
か

ら
、

補
助

金
等

交
付

要

綱
の

事
業

ご
と

に
事

業
内

容
を

明
確

に
す

る
よ

う
団

体
を

指
導

す
る

と
と

も
に

、
補

助
金

額
の

確
定

に
当

た
っ

て
は

、
適

切
に

審
査

す
る

よ
う

改
め

、
審

査
結

果
に

つ
い

て
も

、
適

切
に

記
録

し
て

書
面

で
残

す
よ

う
見

直
し

た
。

 

な
お

、
平

成
28
年

度
以

前
（

平
成

2
6～

2
8年

度
）

の
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

補
助

金
等

交
付

規
則

の
規

定
に

基
づ

く
適

切
な

再
審

査
を

行
っ

た
結

果
、

補
助

金
額

に
つ

い
て

過
大

は
生

じ
な

か
っ

た
。

 

 

【
全

庁
的

な
取

組
み

】
 

平
成

3
0年

度
に

会
計

課
が

実
施

し
た

本
庁

支
出

事

務
説

明
会

に
お

い
て

、
本

結
果

の
内

容
を

含
め

、
改

め
て

出
席

し
た

職
員

に
対

し
て

注
意

喚
起

を
行

っ
た

｡ 

  

イ
 

委
員

謝
金

関
係

 

(
ｱ)
（

意
見

）
福

岡
県

技
能

評
価

認
定

審
査

会
の

委
員

謝
金

に
係

る
源

泉
所

得
税

の
取

扱
い

に
つ

い
て

 

 

審
査

会
の

委
員

謝
金

及
び

交
通

費
の

所
得

税
等

の

源
泉

徴
収

に
関

し
て

は
、

所
轄

の
税

務
署

等
と

協
議

の
上

、
給

与
等

と
し

て
取

り
扱

う
よ

う
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

  

   

所
轄

の
税

務
署

と
協

議
し

、
給

与
等

と
し

て
取

り

扱
う

こ
と

が
確

認
で

き
た

こ
と

に
よ

り
、

平
成

3
0年

か
ら

、
委

員
謝

金
及

び
交

通
費

に
つ

い
て

は
、

給
与

所
得

と
し

て
源

泉
徴

収
す

る
よ

う
見

直
し

た
。

 

 

ウ
 

子
育

て
女

性
就

職
促

進
事

業
関

係
 

(
ｱ)
（

意
見

）
訓

練
受

講
者

の
受

講
要

件
確

認
方

法
の

見
直

し
に

つ
い

て
 

 

子
育

て
女

性
職

業
訓

練
の

受
講

者
が

子
育

て
等

の

理
由

に
よ

っ
て

現
在

未
就

業
状

態
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
本

人
の

自
己

申
告

の
み

で
確

認
し

て
い

る
が

､

受
講

者
が

受
講

要
件

に
合

致
し

て
い

る
こ

と
及

び
子

育
て

女
性

就
職

促
進

事
業

の
目

的
が

本
当

に
達

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
対

外
的

に
客

観
的

に
説

明
す

る
観

点
か

ら
も

、
原

則
と

し
て

、
書

類
等

に
よ

る
受

講
要

件
の

確
認

を
行

う
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

そ
の

際
、

例
え

ば
、

母
子

手
帳

や
子

ど
も

の
健

康

保
険

証
等

と
い

っ
た

子
育

て
中

で
あ

る
こ

と
の

確
認

や
未

就
業

状
態

に
あ

り
就

業
に

伴
う

所
得

が
な

い
こ

と
の

確
認

等
が

考
え

ら
れ

る
。

 

  

   

平
成

3
0年

度
か

ら
、

書
類

等
に

よ
る

受
講

要
件

の

確
認

に
つ

い
て

、
申

込
み

時
に

受
講

予
定

者
か

ら
母

子
手

帳
や

健
康

保
険

証
等

、
子

育
て

中
又

は
子

育
て

が
一

段
落

し
た

女
性

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
書

類
の

提
示

又
は

写
し

の
提

出
を

求
め

る
よ

う
見

直
し

た
。
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 エ
 

公
共

職
業

能
力

開
発

施
設

及
び

委
託

職
業

訓
練

関
係

 
(
ｱ)
（

意
見

）
職

業
訓

練
委

託
に

係
る

訓
練

実
施

報
告

書
の

適
切

な
検

査
の

実
施

に
つ

い
て

 

 

委
託

訓
練

実
施

状
況

に
関

す
る

各
種

報
告

書
は

、

委
託

料
計

算
の

根
拠

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
実

際
の

訓
練

日
数

等
の

集
計

が
報

告
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

集
計

と
異

な
る

場
合

、
誤

っ
た

委
託

料
を

算
出

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
委

託
料

の
計

算
方

法
は

、
委

託
内

容
に

よ
っ

て
異

な
る

た
め

、
県

は
、

各
種

報
告

書
の

整
合

性
も

含
め

適
切

に
審

査
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る
。
 

 

   

平
成

3
0年

度
か

ら
、

誤
っ

た
委

託
料

を
算

出
す

る

可
能

性
が

生
じ

な
い

よ
う

書
類

間
の

整
合

性
も

含
め

､

財
務

規
則

に
基

づ
く

適
切

か
つ

確
実

な
関

係
報

告
書

の
審

査
の

徹
底

を
図

っ
た

。
 

    

(
ｲ)
（

意
見

）
公

共
職

業
能

力
開

発
施

設
に

お
け

る
訓

練
生

か
ら

の
預

り
金

に
係

る
運

用
の

改
善

に
つ

い
て

 

 

各
職

業
能

力
開

発
施

設
に

お
い

て
は

、
訓

練
生

が

費
用

を
負

担
す

る
教

材
及

び
作

業
服

な
ど

に
つ

い
て

､

一
括

し
て

購
入

す
る

こ
と

等
を

目
的

と
し

て
、

訓
練

生
か

ら
金

銭
を

預
か

り
、

管
理

し
て

い
る

。
 

訓
練

生
か

ら
の

預
り

金
は

、
い

わ
ゆ

る
公

金
に

は

当
た

ら
な

い
が

、
県

職
員

が
管

理
す

る
こ

と
か

ら
、

公
金

に
準

じ
た

適
切

な
管

理
・

運
用

が
求

め
ら

れ
る

｡ 

県
は

、
各

校
の

運
用

に
お

け
る

実
態

を
把

握
し

、

必
要

に
応

じ
、

指
導

又
は

Ｑ
＆

Ａ
の

作
成

等
更

な
る

適
切

な
管

理
運

用
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

 

   
平

成
3
0年

度
か

ら
、

訓
練

生
か

ら
の

預
り

金
に

つ

い
て

、
基

本
的

な
事

項
を

定
め

た
要

領
を

新
た

に
制

定
し

、
全

校
統

一
の

取
扱

い
と

し
た

。
 

ま
た

、
各

校
で

定
め

る
細

則
に

つ
い

て
も

、
本

庁

所
管

課
に

報
告

さ
せ

る
こ

と
で

、
適

切
な

管
理

・
運

用
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

   

(
ｳ)
（

意
見

）
公

共
職

業
能

力
開

発
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
改

善
の

検
討

に
つ

い
て

 

 

各
種

広
報

手
段

に
よ

る
広

報
や

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン

パ
ス

等
の

実
施

、
学

校
と

の
連

携
等

訓
練

生
の

確
保

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

も
の

の
、

訓
練

生
の

継
続

的
な

確
保

が
課

題
で

あ
り

、
特

に
若

年
者

層
の

訓
練

生
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

訓
練

生
の

継
続

的
な

確
保

に
向

け
積

極
的

な
広

報

活
動

に
加

え
、

各
施

設
に

対
す

る
交

通
ア

ク
セ

ス
の

改
善

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

          

   
訓

練
生

の
継

続
的

な
確

保
に

向
け

、
新

た
に

高
等

技
術

専
門

校
の

紹
介

と
入

校
生

確
保

の
た

め
の

Ｄ
Ｖ

Ｄ
作

成
を

行
う

な
ど

積
極

的
な

広
報

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

 
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
が

良
く

な
い

箇
所

に
所

在
す

る
高

等
技

術
専

門
校

に
つ

い
て

、
現

在
、

通
学

し
て

い
る

訓
練

生
の

交
通

手
段

は
、

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
自

家
用

車
又

は
二

輪
車

で
あ

っ
た

。
公

共
交

通
機

関
利

用
者

は
極

め
て

少
な

く
、

今
後

に
つ

い
て

も
、

公
共

交
通

機
関

利
用

者
の

増
加

は
見

込
ま

れ
な

い
た

め
、

専
用

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

運
行

す
る

こ
と

は
費

用
対

効
果

の
観

点
か

ら
適

当
で

は
な

い
と

判
断

し
た

｡
 

一
方

、
県

の
費

用
負

担
が

生
じ

な
い

市
町

村
等

の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
増

便
に

よ
り

、
交

通
ア

ク
セ

ス
の

改
善

が
見

込
ま

れ
る

高
等

技
術

専
門

校
に

つ
い

て
は

、
そ

の
実

現
に

向
け

て
関

係
機

関
と

協
議

中
で

あ
る

。
 

 



第
４
０
７
８
号

福
岡

県
公

報
21

平
成
31
年
３
月
22
日
　
金
曜
日

- 1
0 

- 
 (

ｴ)
（

意
見

）
福

岡
障

害
者

職
業

能
力

開
発

校
に

お
け

る
寮

の
有

効
活

用
の

検
討

に
つ

い
て

 

 

福
岡

障
害

者
職

業
能

力
開

発
校

で
は

、
通

校
が

困

難
な

訓
練

生
の

た
め

に
寮

が
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

近
年

特
に

利
用

率
が

低
い

状
況

に
あ

る
。

 

寮
に

つ
い

て
、

利
用

者
の

大
幅

な
増

加
が

見
込

め

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

収
容

可
能

人
員

を
見

直
す

と
と

も
に

、
居

室
改

善
等

を
行

い
、

施
設

の
更

な
る

有
効

活
用

に
つ

い
て

国
と

協
議

す
る

よ
う

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

    

   
寮

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
把

握
を

行
い

、
部

屋
の

空
き

状
況

か
ら

平
成

3
0年

度
は

、
女

子
寮

に
お

い
て

は
年

度
当

初
か

ら
相

部
屋

で
は

な
く

完
全

個
室

と
す

る
と

と
も

に
、

男
子

寮
に

つ
い

て
も

1
0月

か
ら

一
人

利
用

と
す

る
居

室
改

善
を

実
施

し
た

。
 

な
お

、
快

適
に

利
用

で
き

る
居

住
環

境
の

整
備

の

視
点

も
取

り
入

れ
た

施
設

の
改

修
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

国
と

協
議

を
行

っ
て

い
く

。
 

   

(
ｵ)
（

意
見

）
未

利
用

地
の

利
活

用
方

法
の

検
討

に
つ

い
て

 

 

県
有

財
産

（
土

地
）

の
処

分
や

貸
付

を
推

進
す

る

た
め

に
は

、
長

期
間

未
利

用
と

な
っ

て
い

る
土

地
に

つ
い

て
は

、
処

分
や

貸
付

が
で

き
な

い
原

因
を

分
析

し
、

未
利

用
状

態
の

解
消

に
向

け
た

具
体

的
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

県
は

、
現

在
利

用
さ

れ
て

い
な

い
土

地
に

つ
い

て
､

処
分

や
貸

付
の

制
約

と
な

っ
て

い
る

課
題

を
整

理
し

､

そ
の

解
決

に
向

け
具

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

   

  
当

該
未

利
用

地
の

課
題

解
決

に
向

け
、

関
係

課
に

確
認

を
行

い
な

が
ら

地
元

市
町

村
と

の
協

議
を

行
っ

て
お

り
、

今
後

も
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く

。
 

   

 




